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◆
狛
犬
に
つ
い
て

　

初
詣
で
足
を
運
ぶ
神
社
の

入
口
に
鎮
座
し
て
い
る
2
匹

の
守
護
獣
像
は﹁
狛
犬
﹂と
総

称
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
口
元
は﹁
阿
吽︵
あ
う
ん
︶﹂

の
形
を
表
し
て
い
る
。
角
な

し
の﹁
阿
像
﹂が
獅
子
で
、口

を
閉
じ
た
角
あ
り
の﹁
吽
像
﹂

が
実
は
狛
犬
で
あ
る
。

　

エ
ジ
プ
ト
や
チ
グ
リ
ス
・

ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
流
域
で
栄

え
た
古
代
文
明
で
は
、
百
獣

の
王
で
あ
る
ラ
イ
オ
ン
像
の

流
れ
を
汲
み
、
古
代
イ
ン
ド

で
は
、
仏
像
の
両
脇
に
置
か

れ
て
い
た
と
い
う
。
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
を
通
っ
て
、
中
国
古

来
の
霊
獣
と
同
化
し
て
、
朝

鮮
半
島
の
高
麗
を
経
て
、６

世
紀
頃
に
日
本
に
伝
来
さ
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
、
宮
中
の
御
帳

の
鎮
子︵
重
し
︶と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
の
が
、
神
社
や

お
寺
に
伝
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ほ
と
ん
ど
が
木
で
造
ら

れ
て
い
た
獅
子
と
狛
犬
が
、

神
社
の
参
道
に
置
か
れ
、
風

雨
に
さ
ら
さ
れ
て
も
良
い
よ

う
石
造
と
な
る
の
は
も
っ
と

あ
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
に
入
っ
て
、
獅

子
と
狛
犬
は
庶
民
が
奉
納
す

る
と
い
う
形
で
急
速
に
変
化

を
見
せ
、普
及
し
て
い
っ
た
。

猛
々
し
い
と
こ
ろ
が
な
く
な

り
、
子
ど
も
を
連
れ
て
い
た

り
、
玉
を
持
っ
て
い
た
り
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
顔
つ

き
に
な
っ
て
い
っ
た
。
さ
ら

に
時
代
を
経
る
に
従
っ
て
獅

子
と
狛
犬
の
区
別
が
曖
昧
に

な
り
、呼
び
方
も
単
に﹁
こ
ま

い
ぬ
﹂に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

安
房
に
は
個
性
的
な
狛
犬

が
い
る
の
で
、
神
社
を
訪
れ

る
際
に
じ
っ
く
り
観
察
し
て

み
よ
う
。

◆
狛
犬
を
見
る
ポ
イ
ン
ト

　

大
き
さ
、
髪
型
、
尻
尾
の

形
、
足
元
な
ど
を
見
て
み
よ

う
。
な
か
に
は
足
元
に
玉
が

あ
っ
た
り
、
子
犬
が
い
る
狛

犬
も
あ
る
の
で
、
よ
り
一
層

愛
着
が
湧
く
は
ず
。

　

前
脚
の
根
元
に
装
飾
と
し

て
彫
り
込
ま
れ
て
い
る﹁
走

り
毛
﹂は
翼
の
名
残
り
で
、は

る
か
遠
く
西
ア
ジ
ア
に
起
源

を
持
つ
聖
獣
に
生
え
て
い
た

と
い
わ
れ
る
も
の
だ
。

◆
香
指
神
社

︵
鴨
川
市
太
海
2
3
7
0
︶

建
立
年
代
不
明
。
安
房
の
三

名
工
の
一
人
、
武
田
石
翁
の

作
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
太

海
の
海
沿
い
高
台
に
あ
る
。

◆
賀
茂
神
社

︵
南
房
総
市
加
茂
2
0
7
0
︶

慶
應
元
年︵
1
8
6
5
︶11
月

建
立
。
鳩
胸
で
頭
が
丸
く
眉

か
ら
突
き
出
し
た
独
特
な
風

貌
の
江
戸
流
れ
狛
犬
。

◆
諏
訪
神
社

︵
館
山
市
正
木
4
2
9
4
︶

明
和
9
年︵
1
7
7
2
︶2
月

建
立
。
宝
珠
と
角
の
付
い
た

建
立
。
明
治
時
代
に
旧
日
本

軍
の
射
的
場
と
な
っ
た
大
房

岬
か
ら
現
在
の
地
に
移
設
さ

れ
た
狛
犬
。
役
行
者
縁
の
神

社
で
、
境
内
に
は
石
造
物
が

多
数
あ
る
。

◆
荒
磯
魚
見
根
神
社

︵
南
房
総
市
千
倉
町
忽
戸

1
0
4
2
︶

弘
化
2
年︵
1
8
4
5
︶6
月

建
立
。
大
き
な
目
と
渦
巻
く

長
い
た
て
が
み
が
美
し
い
狛

犬
。
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
が
生
え

弘
化
4
年︵
1
8
4
7
︶7
月

建
立
。
江
戸
京
橋
の
石
工
・

藤
兵
衛
の
弟
子
包
吉
の
作
。

親
子
連
れ
の
狛
犬
で
、
た
て

が
み
と
尾
の
流
れ
が
美
し
い
。

◆
瀧
淵
神
社

︵
南
房
総
市
富
浦
町
多
田
良

1
1
9
3
︶

寛
政
3
年︵
1
7
9
1
︶3
月

る
境
内
は
南
国
的
な
雰
囲
気

を
湛
え
て
い
る
。

◆
下
立
松
原
神
社

︵
南
房
総
市
白
浜
町
滝
口

1
7
2
8
︶

寛
政
6
年︵
1
7
9
4
︶6
月

建
立
。
阿
は
宝
珠
、
吽
は
角

付
き
、尾
は
団
扇
型
の
狛
犬
。

あ
ご
ひ
げ
は
カ
ー
ル
し
て
い

て
、ひ
ょ
う
き
ん
な
顔
。

◆
海
南
刀
切
神
社

︵
館
山
市
見
物
7
8
8
︶

天
保
10
年︵
1
8
3
9
︶5
月

建
立
。
楠
見
村
の
石
工
・
田

原
長
左
衛
門
の
作
。
理
知
的

で
思
慮
深
そ
う
な
狛
犬
。

江
戸
尾
立
の
逸
品
で
、
歯
並

び
が
印
象
的
。
丁
寧
な
造
り

で
、
姿
も
保
存
状
態
も
と
て

も
良
い
狛
犬
。

◆
鶴
谷
八
幡
宮

︵
館
山
市
八
幡
68
︶

文
政
3
年︵
1
8
2
0
︶建

立
。
長
須
賀
の
石
工
・
鈴
木

伊
三
郎
の
作
。
ず
ん
ぐ
り

む
っ
く
り
し
て
い
て
、
ニ

コ
ッ
と
笑
っ
て
い
る
。

◆
八
雲
神
社

︵
館
山
市
正
木
1
3
7
8-

1
︶

狛
犬
巡
り
で
初
詣

安
房
の
江
戸
狛
犬
を
訪
ね
て
み
よ
う

諏訪神社 香指神社

海南刀切神社

瀧淵神社

八雲神社 鶴谷八幡宮

賀茂神社

下立松原神社

有翼の狛犬

荒磯魚見根神社

　

房
総
半
島
は
、
私
が
住

む
三
浦
半
島
と
は
よ
く
呼

応
し
て
い
る
。
狛
犬
も
互

い
に
対
岸
の
石
工
の
制
作

で
あ
る
こ
と
も
多
い
。
江

戸
初
期
の
タ
イ
プ
に
通
じ

る
尾
が
体
に
つ
い
た
狛
犬

も
両
半
島
に
多
い
し
、
江

戸
の
名
工
の
狛
犬
が
船
運

に
よ
り
設
置
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。

　

房
総
の
狛
犬
は
、
江
戸

狛
犬
の
流
れ
を
汲
み
つ

つ
、
武
田
石
翁
や
俵
光
石

︵
高
村
光
雲
の
弟
子
︶な
ど

名
工
の
制
作
も
あ
る
。
個

別
に
は
江
戸
狛
犬
と
は
全

く
似
な
い
狛
犬
も
あ
っ

て
、
地
元
石
工
の
技
と
工

夫
が
冴
え
る
点
も
房
総
の

狛
犬
の
魅
力
だ
ろ
う
。
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